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５ 重点化対象事業等 

「住みたいまち、住み続けたいまち目黒」の実現を目指して、次の４つを緊急かつ積
極的に取り組むべき事項を重要課題として定めました。これらの重要課題に沿って、
実施計画以外でも重点的に予算化して推進すべき事業に財源を集中的に配分し、メ
リハリの利いた予算編成を行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また、その他の主な新規・臨時経費についても、目黒区基本計画を踏まえた施策
体系に沿って、以下のとおり分類・整理し、予算編成を行いました。 
 

 （４つの重要課題）  
   
 １ 区民の安全・安心の確保 289,263 千円 
   
 ２ 少子高齢社会への対応                501,188 千円 
   
 ３ 環境問題への取組み                 237,025 千円 
   
 ４ 地域特性を生かした目黒らしさのある取組み  213,480 千円 
   
 合      計                 1,240,956 千円 

 （７つの施策体系）    
     
 １ 教育文化   1,049,590 千円 
     
 ２ 健康福祉   2,977,042 千円 
     
 ３ 産業経済              922,098 千円 
     
 ４ 都市整備   5,161,008 千円 
     
 ５ 環境対策   87,524 千円 
     
 ６ 区民生活              37,091 千円 
     
 ７ 行政運営              452,021 千円 
     
  合     計  10,686,374 千円 
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重要課題（１）区民の安全・安心の確保 

 
私立幼稚園における安全・安心の確保 ６６０万円 

 子育て支援部／子育て支援課 

私立幼稚園の安全安心確保のため、防犯カメラの設置・インターフォンの整備など安全

対策に関する経費を補助します。 

 
 

消防団へのＡＥＤ支給 ２５１万円 

 危機管理室／防災課 

消防団は地域の住民等で組織され、火災や災害時から区民の生命財産を守るため日夜活

動しています。区では消防団の活動を支援するため、心肺停止の応急救護に効果的なＡＥ

Ｄを全分団（12分団）に小児用パッドとあわせて支給します。 

 
 

生活安全パトロール車両へのＡＥＤの整備 ８４万円 

 危機管理室／防災課 

生活安全パトロール車両は、平成 19 年度から 24 時間体制で区内を巡回しています。こ
のパトロール車両４台にＡＥＤ本体と小児用パッドを整備します。 

 
 

区立小中学校等へのＡＥＤ配置 １,２２６万円 

 教育委員会／企画調整課 

心停止（心室細動）への応急救護手段として有効な

ＡＥＤを、小児用の電極パッドとともに区立小中学校

等に配置し、児童生徒や学校を利用する区民の応急救

護体制の充実を図ります。 
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介護サービス事業者の質の向上 ７３万円 

 健康福祉部／介護保険課 

ケアマネジャーの質の一層の向上を図り、ケアマネジメントの中立・公平性を維持する

ため、ケアマネジャーに対して実務経験年数別の研修を実施します。 

 
 

新型インフルエンザ対策 １,０５４万円 

 健康推進部／保健予防課 

発生時における

感染拡大・被害を最

小限に抑えるため、

地域の医療関係者

等と医療体制を協

議する委員会を設

置します。また、発

熱センターで使用

する陰圧テントや

防護服等を整備し

ます。 
 

 
 

通所施設利用促進等助成 ２,３３１万円 

 健康福祉部／障害福祉課 

通所施設利用者の負担を軽減するとともに通所施設の利用を促進するため、通所施設利

用者に対して助成します。（児童デイサービス以外は 19・20年度の激変緩和措置） 
 
 

高次脳機能障害者支援促進 ４１０万円 

 健康福祉部／障害福祉課 

高次脳機能障害者に対する相談や日中活動などの支援事業をＮＰＯ法人等に委託して実

施します。 
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福祉工房工賃水準の向上 ５２５万円 

 健康福祉部／障害福祉課 

福祉工房で働く障害者の工賃水準を上げるため、福祉工房と企業との仲介を行う事業を

立ち上げ、区内企業からの受注業務や自主製品の販売ルートの拡大に取り組みます。 

 
 

職員の応急救護等の実施 ２５万円 

 環境清掃部／清掃事務所 

清掃事務所職員が、ごみ収集中に事故や火災を発見した際に初期活動を行える体制整備

のため、応急救護講習等を実施します。 
 
 

住宅用火災警報器の無償設置 ４,７５３万円 

 危機管理室／防災課 

東京都の火災予防条例の改正に伴い、既存の住宅に住宅用火災警報器の設置が平成 22年
4月から義務付けられます。区では、全員が 65歳以上の世帯、障害者のかたがいる世帯に
対して、1世帯 1台の住宅用火災警報器の無償設置を行います。 

（☞52ページ）

 
 

分譲マンション等の実態調査 １,００６万円 

 都市整備部／住宅課 

マンションの建替え、改修、耐震補強などの支援策検討資料として活用するため、区内

の分譲マンション等にアンケート調査やヒアリングを行い、実態を把握します。 
 
 

水防対策の強化 ２１万円 

 都市整備部／土木工事課 

土のう保管場所を整備します。  
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応急対策用備蓄物資等の整備（食糧品等の整備） １,１５３万円 

 危機管理室／防災課 

災害時要援護者用食糧（雑炊）、被災者用下着セット、発災時職員用食糧（水・ビスケッ

ト・アルファ米）を備蓄目標量に基づき整備します。 

 
 

応急対策用備蓄物資等の整備（資機材等の整備） １,３６７万円 

 危機管理室／防災課 

災害時用マット、避難所仕切板、衛生管理用備蓄品（消毒剤）などの充実・整備、老朽

化（炊飯機・発電機）や期限切れの備蓄品の順次入替え等を行います。 

 
 

生活安全パトロール委託の充実・強化 １億１,９１７万円 

 危機管理室／生活安全課 

青色回転灯を装備した

生活安全パトロールの充

実・強化を図るため、フル

タイム２名乗車とし、引き

続き 24時間 365日生活安
全パトロールをします。ま

た、夜間帯については、２

車両から３車両による警

戒へと強化します。 
 

 
 

外国人向けラジオ放送の実施 
（災害情報体制の整備） 

４２５万円 

 企画経営部／広報課 

外国人向け放送（インターＦＭ）により外国人向けに災害時には緊急情報、通常時には

生活情報を提供します。 
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緊急地震速報システムの整備 １,６４５万円 

 危機管理室／防災課 

気象庁から発信される緊急地震速報の情報を活用し、平成 20年１月から区独自に区民に
伝達するシステムを防災無線塔と一部の区施設に整備しました。平成 20年度は、さらに学
校等に導入します。 
 
 

重要課題（２）少子高齢社会への対応 

 
妊婦健康診査の拡充 ６,７６０万円 

 健康推進部／目黒保健センター 

健康診査の助成回数を 2 回
から 14回に拡充します。超音
波検査年齢制限の撤廃し、すべ

ての妊婦/に 1 回助成します。
また、里帰り等で契約医療機関

外で受診した妊婦健康診査費

用について一部助成を開始し

ます。 

 

 
 
 
 

私立幼稚園入園料補助の充実 １,１００万円 

 子育て支援部／子育て支援課 

 入園料補助金を引き上げ、保護者負担の軽減を図ります。 

 
 

私立幼稚園心身障害児教育事業費補助の充実 ３００万円 

 子育て支援部／子育て支援課 

心身障害児の就園に伴う私立幼稚園の運営費補助を引き上げ、園の負担を軽減すること

により、心身障害児教育の更なる充実を図ります。 
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放課後フリークラブの拡充 １,６５３万円 

 教育委員会／地域学習課 

子どもが帰宅しなく

ても校庭で遊べる「ラン

ドセルひろば」を小学校

７校、学校・PTA・地域
などが連携し実施する

「子ども教室」を小学校

３校区で追加実施しま

す。 

 
 

「めぐろ子ども・子育てネット－みんなで育てるまち－」 
 の運営 

４０９万円 

 子育て支援部／子ども政策課 

子どもと大人のワーク

ショップの開催など区民

参加型の「子どもと子育

てのまちづくりサイト」

を運営します。 
子育て情報の発信・情

報交換等の拠点として新

鮮かつ充実した情報の提

供を行い魅力ある満足で

きるサイトの運営を行い

ます。 
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子ども対象の伝統文化事業の充実 ９２万円 

 教育委員会／地域学習課 

子どもたちに日本の伝統文化に触れる機会を提供す

るため、夏休みいけ花・茶の湯スクール、夏休み子ど

も将棋教室、夏休み子ども囲碁教室を実施します。 

 

 
 
 

学校運営協議会制度の導入 ３４３万円 

 教育委員会／教育改革推進課 
 

保護者や地域住民の意見を直接学校運営に反映し、信頼される学校づくりをさらに進め

るために、学校運営協議会制度をモデル校に導入します。 

 
 

家庭教育の啓発 ５６万円 

 教育委員会／地域学習課 

区民に対する家庭教育啓発のため、講演会を実施します。 

 
 

預かり保育の充実 ４８４万円 

教育委員会／学務課 

みどりがおか幼稚園で、預かり保育の時間延長及び在園児の一時預かり保育を実施しま

す。 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

みどりがおか幼稚園預かり保育時間の延長 
        8:00     8:50         11:40       14:00            16:30   18:15 
  月～金（水を除く） 

8:00     8:50         11:40       14:00            16:30  18:15 
   水 

8:00     8:50         11:40       14:00            16:30   18:15 
  長期休業期間 

 

 

     教育課程に係る教育時間    預かり保育(短時間) 

教育課程に係る教育時間   預かり保育（短時間） 

預かり保育（短時間） 

預かり保育（長時間）  
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健康教育の推進 ３９１万円 

教育委員会／学務課 

平成 20年度から、より積極的な健康教育を先行実施する健康教育推進校２校を選定し、
健康課題を抱える児童の把握や校内の組織化、児童の生活習慣病予防検診の実施などに取

り組みます。 
 
 

めぐろ学校サポートセンターの開設 １億５,７６１万円 

教育委員会／めぐろ学校サポートセンター 

めぐろ学校教育プランが掲げる「魅力と活力にあふれ、信頼される学校」の実現を目指

し、平成 20年４月１日から「めぐろ学校サポートセンター」を開設します。当初は、旧守
屋教育会館をそのまま使用しますが、７月１日からは旧第二中学校を改修した新施設に移

転し、３つのサポート機能（①教職員サポート②学習・相談サポート③個別サポート）に

より学校を支援します。 
 
 

特定健診・特定保健指導事業の実施 １億８,３３５万円 

 区民生活部／国保年金課 

高齢者の医療の確保に関する法律に基づき国民健康保険加入者に対し糖尿病等の生活習

慣病に関する健康診査及び保健指導を実施します。 
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成年後見制度推進機関運営への助成 ４１４万円 

健康福祉部／健康福祉計画課 

社会福祉協議会（権利擁護センター）で実施している成年後見制度推進機関の相談事業

などの業務量増加に対応するための人件費を補助します。 

 
 

地域支援事業（包括的支援事業）の実施 ４,０２３万円 

 健康福祉部／包括支援調整課 

高齢者虐待防止の推進 

高齢者虐待防止についての講演会・研修会を開催するとともに、虐待防止マニュアル

の作成、事例検討会の実施、関係機関連絡会の設置などにより対応体制を整備します。 
認知症対策の推進 

認知症の理解促進のため講演会や認知症サポーター養成講座（出前講座等）を開催す

るとともに、家族会への支援などを実施します。  
地域包括ケア推進のための組織体制の整備 

21 年４月に、現行の保健福祉サービス事務所の業務を整理のうえ、地域包括支援セン
ターと統合して新たな地区保健福祉施設を開設するため、準備を進めます。 
 
 

重要課題（３）環境問題への取組み 

 
目黒川の環境改善（目黒川の臭気対策） ５,５５８万円 

 都市整備部／土木工事課 

目黒川の河床をな

らし、土砂の堆積を防

止するとともに、堆積

した土砂の処分をし

ます。また、目黒川の

清掃の対象範囲を拡

大し、回数を増やして

実施します。 
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みどりのまちなみ賞の実施 ４８万円 

 都市整備部／みどりと公園課 

区民、事業者のみどりに対するより一層の意識の向上や、みどりの量に加え、質の高い

みどりの推進を目的として、区内の民有地で新たにつくられたみどりを活かした施設につ

いて、特に優れたものを表彰します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

低公害車の導入 ４５２万円 

 総務部／総務課 

 環境負荷の低減を図るため、老朽化した集中管理車２台をハイブリッドカーに買替えま

す。 
 
 

サンクスネイチャーバスを走らす会との協働事業 ６５万円 

 環境清掃部／環境保全課 

自由が丘で循環エコバスを運営している「サンクスネイチャーバスを走らす会」と協働

で環境に負荷の少ないライフスタイルに関するシンポジウムを開催するなど、個人が取り

組める省エネ、エコライフの啓発を行います。 

 
 

総合庁舎駐車場等での環境負荷の低減 １３５万円 

 総務部／総務課 

東口駐車場隣地側及び駒沢通り側敷地の一部を緑化整備します。 
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小・中学校での環境負荷の低減 １,０７６万円 

 教育委員会／学校施設計画課 

小・中学校校舎の壁

面緑化を進め、さら

に、体育館屋根の高反

射塗料による塗装に

より、環境負荷の低減

を進め、ヒートアイラ

ンド対策を行います。

 
 

地球温暖化対策の推進 ４６７万円 

 環境清掃部／環境保全課 

平成 19年度に策定した「目黒区地球温暖化対策地域推進計画」を推進していくため、区
民、事業者、地域団体、学校、区など幅広い分野で構成する「目黒区地球温暖化対策地域

協議会」を中心に、イベントなど様々な啓発活動を行い、日常生活や事業活動の中で実践

できる環境配慮行動を区内全域に広めていきます。 

 
 

路上喫煙禁止区域指定事業の推進 ２,７４６万円 

 環境清掃部／環境保全課 

中目黒駅、自由が丘駅、及び学芸大学駅周辺を路上喫煙

禁止区域に指定し、まちの環境美化推進を図ります。 
駅頭キャンペーン等の啓発活動により規制内容の周知

を図るほか、指定喫煙所の維持管理や、禁止区域内におけ

るパトロールを実施します。 

  
 
 

 

 
 

（項目番号３－８） 
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アスベスト分析調査助成 ２００万円 

 環境清掃部／環境保全課 

個人のかたが区内に所有する住宅（マンションなどの管理組合を含みます）、中小企業事

業者のかたが区内に所有する建築物（事務所、工場、店舗、賃貸住宅など）に使用されて

いる吹付け材等（ただし、スレート板や、せっこうボード等の成形板は対象となりません）

のアスベスト分析調査（アスベスト含有の有無、飛散等の状況調査）を行う際、住戸１戸

あたり 10 万円、マンションなどの管理組合及び事業用建築物には 20 万円を限度に、調査
費の１／２を助成します。 

 
 

３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の推進 
（めぐろ買い物ルールのＰＲ） 

１７５万円 

 環境清掃部／ごみ減量課 

区民と事業者の協力による「めぐろ買い物ルールを広める

会」では、ごみを減らす運動「めぐろ買い物ルール」のＰＲ

をしながら、ごみを減らすための仕組みを作っていきます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ごみの排出実態調査の実施 ５１７万円 

 環境清掃部／ごみ減量課 

平成 19年 10月から区内約 20％の地域でプラスチックリサイクルのモデル事業を実施し
ています。このモデル事業の実施前と後のごみの質・量の変化を分析する調査を行います。

３Ｒとは、 

発生抑制（リデュース：Reduce）  

再使用（リユース：Reuse）   

再生利用（リサイクル：Recycle） 

の頭文字をとったもの。 
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３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の推進 
（プラスチックリサイクルの推進） 

（びん・缶・ペットボトルの分別回収事業） 

１億１,１３０万円 

環境清掃部／ごみ減量課・清掃事務所 

モデル事業を終了し、びん・缶・ペットボトル・プラスチック製容器包装(プラマークつ
きプラ) を分別回収する事業と新可燃ごみ（再資源化が困難なプラスチックごみ）の収集を、
平成 20年 10月から区内全域で本格実施します。 
新たなごみと資源の分け方・出し方が始まります。 
本格実施のためのＰＲ・消耗品・準備経費等の詳細は、☞54 ページ「プラスチックリサイ

クルの推進」をご覧ください。 
 
①プラスチック製容器包装（プラマークつきプラ）やペットボトルをごみ集積所等で回収し

ます。 

このマークが
目印です      

このマークが
目印です    

 
②再資源化が困難なプラスチックごみを、燃やすごみ（可燃ごみ）に変更し、清掃工場で熱

回収(サーマルリサイクル)します。 
 
 

環境学習推進計画事業の実施 ３５３万円 

 環境清掃部／環境保全課 

昨年度に引き続きモデル事業(生ごみ堆
肥化機械借上げ・イベント活動の支援な

ど)、公募事業（区民のアイディアによる取
り組みを支援）を実施し、環境学習をより

一層推進していきます。 
 
 
 
 
 

生ごみ堆肥化機械を使った環境学習活動のようす
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学校版 ISO プログラムの推進 ３７２万円 

                      教育委員会／教育改革推進課 

区立小中学校 13 校でプログラムを新たに導入するとともに 19 校で昨年度に引き続き運
用し、全区立小中学校の児童生徒及び教職員が一体となって省エネ・省資源活動と環境学

習活動に取り組みます。 

 
 

 
家庭での省エネルギーの推進 １７９万円 

 環境清掃部／環境保全課 

区内在住のかたを対象に、「省エネナビ」を使っていただくモニターを募集します。「省

エネナビ」とは、家庭で使う電気の使用量と料金をリアルタイムに表示する機器です。電

気料金が表示されるので、実感しやすく、無駄を無くそうという意識を高め、省エネを促

進することができます。 

 
 

重要課題（４）地域特性を生かした目黒らしさのある取組み  

 
広報ビデオのデジタル化 
 

１０５万円 

 企画経営部／広報課 

過去に制作した広報ビデオのデジタル化を行います。 
 
 

地域ポータルサイトの構築 
 

１,２３９万円 

 企画経営部／広報課 

まちの情報や行政では提供しにくい情報を発信するため、地域情報のポータルサイトを

構築します。 

地域のグリーン化の推進 ２３０万円 

 環境清掃部／環境保全課 

地域での環境に配慮した取組みを推進するため、目黒区独自の環境配慮行動プログラム

である「めぐろグリーンアクションプログラム」家庭版、事業所版、学校版について、様々

な機会を捉えて普及に努めます。 
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「目黒川さくらフェスタ」のようす

観光まちづくりの推進 ２,１２９万円 

 

 
産業経済部／観光・雇用課 

にぎわいと活力あるまち

の実現を目指し、区内産業の

振興を図るため、17 年３月

に「目黒区観光ビジョン」を

策定しました。 

観光ビジョンに掲げられ

た施策を効果的に進めるた

め、区民、事業者、関係団体

から成る「目黒区観光まちづ

くり推進協議会」が主体と

なって実施する「地域特性

を活かしたリーディングプ

ロジェクト（目黒川さくら

フェスタ、自由が丘観光プ

ロジェクトなど）」を支援し

ます。 

 
 

めぐろボランティア・区民活動センターへの助成 ９９７万円 

健康福祉部／健康福祉計画課 

社会福祉協議会設置のボランティアセンターを移設・拡充するための設置費・運営費を

補助します。 

 
 

中高生の社会参加事業の実施 ２９３万円 

 子育て支援部／子育て支援課 

中高生が同世代に向けた目黒区の地域情報誌を編集発行していく過程で、さまざまな人

との出会いや物づくりを体験することで、主体性や社会性を育んでいきます。情報誌は中

高生が見た目黒の魅力を発信したり、中高生が感じたことや考えたことを活字を通して表

現します。 
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目黒区地域街づくり条例の活動支援 １２０万円 

  都市整備部／都市整備課 

区民が主体的に進めていく地域の街づくり活動に対して、専門家の派遣や活動経費の助

成をします。 

 
 

補助４６号線沿道まちづくりの推進 １,８９２万円 

 都市整備部／都市整備課 

補助 46号線の道路整備と沿道のまちづくりを一体的に進めるため、地区計画や不燃化促
進の検討を進め、災害に強いまちづくりを推進します。 

 
 

「グラウンドワークやまのて」との協働事業 ５５万円 

 環境清掃部／環境保全課 

産官学民の協働により地域課題を研究する場として設立された「グラウンドワークやま

のて」に対し、「目黒川周辺地域の魅力の創設と環境整備」に関する公募研究調査を委託す

るほか、協働講演会を開催します。 

 
 

めぐろアートウィーク（仮称）の開催 ２２８万円 

 教育委員会／企画調整課 

区にゆかりのある芸術家の公演や区民が芸術文化活動に参加する事業を、区民･団体、区

内の公私立芸術文化施設と連携･協力して実施します。 
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区内教育機関との連携 ４６万円 

 教育委員会／企画調整課 

生涯学習活動を活性化させるため区内の教育機関と連携の基盤づくりをします。 
（講演会や公開講座の実施） 

 
 

めぐろ歴史資料館の開設         １億４,２４５万円 

 教育委員会／地域学習課 

区民の歴史学習の拠点として、目黒区の歴史がわかり、人びとの暮らしが理解できる「め

ぐろ歴史資料館」を平成 20年９月中に開館します。 
 
 

「めぐろ歴史資料館」イメージ

 


